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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡のコネクタ部に配置されているスコープ
ＩＤタグの内視鏡情報を内視鏡情報読み取り部に読み取
らせた後、コネクタ部を処理槽に直接セットしてしまう
ことが無いようにし、内視鏡を正しい手順で処理槽にセ
ットできるようにすることができる内視鏡用リプロセス
装置を提供する。
【解決手段】リプロセス装置１１は内視鏡１０１Ａを収
容する処理槽２１と、この処理槽２１内に配置されて内
視鏡１０１Ａの配置位置を規制する保持網２６と、この
処理槽２１を開閉可能に覆う蓋部１３と、この保持網２
６から所定の高さに配置され、内視鏡１０１Ａのコネク
タ部１０６Ａを保持するコネクタ保持部１と、このコネ
クタ部１０６Ａに配置された内視鏡情報格納部から内視
鏡情報を読み取る、コネクタ保持部１に設けられている
ハンガ側内視鏡情報読み取り部３２ａと、このハンガ側
内視鏡情報読み取り部３２ａから送信された情報を受信
する演算処理制御部と、を含む。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を収容する処理槽と、
　前記処理槽内に配置されて前記内視鏡の配置位置を規制する規制部と、
　前記処理槽を開閉可能に覆う蓋部と、
　前記規制部から所定の高さに配置され、前記内視鏡のコネクタ部を保持するコネクタ保
持部と、
　前記コネクタ部に配置された内視鏡情報格納部から内視鏡情報を読み取る、前記コネク
タ保持部にのみ設けられている内視鏡情報読み取り部と、
　前記内視鏡情報読み取り部から送信された情報を受信する受信部と、
を含むことを特徴とする内視鏡用リプロセス装置。
【請求項２】
　前記コネクタ保持部は、
　前記コネクタ部を掛けるハンガ部と、
　前記ハンガ部が所定の高さに位置するように前記ハンガ部を支持する支持部と、
を含み、
　前記内視鏡情報読み取り部は前記ハンガ部及び前記支持部に配置されている
ことを特徴とする請求項１記載の内視鏡用リプロセス装置。
【請求項３】
　前記コネクタ保持部は、前記処理槽の縁部に着脱可能に配置されていると共に前記内視
鏡情報読み取り部から送信された内視鏡情報を前記保持部の外に発信する発信部を含み、
　前記発信部から送信された前記内視鏡情報を受信して前記受信部に送信する接続部が配
置されている
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡用リプロセス装置。
【請求項４】
　内視鏡を収容する処理槽と、
　前記処理槽内に配置されて前記内視鏡の配置位置を規制する規制部と、
　前記処理槽を開閉可能に覆う蓋部と、
　前記規制部から所定の高さに配置され、前記内視鏡のコネクタ部保持するコネクタ保持
部と、
　前記コネクタ部に配置された内視鏡情報格納部から内視鏡情報を読み取る内視鏡情報読
み取り部と、
　前記内視鏡情報読み取り部から送信された情報を受信する受信部と、
を含み、
　前記内視鏡情報読み取り部が前記処理槽の縁部と前記コネクタ保持部とに設けられてい
る
ことを特徴とする内視鏡用リプロセス装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を処理槽にセットするに際し、先ず内視鏡に設けられているコネクタ
部をコネクタ保持部に保持させるようにした内視鏡用リプロセス装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野において使用される内視鏡は、内視鏡検査を行う毎に洗浄処理、消毒処
理、滅菌処理、或いはそれらを組み合わせた処理等のリプロセスを行う。使用済みの内視
鏡に対してリプロセスを行うに際しては、リプロセス装置の処理槽内に使用済みの内視鏡
を正しくセットする必要がある。
【０００３】
　ところで、内視鏡をリプロセス装置まで持ち運ぶ場合、リプロセス作業者は左手に操作
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部とコネクタ部とを把持し、右手で挿入部先端を把持することが推奨されている。こうす
ることで、挿入部先端に配設されているＣＣＤ等の固体撮像素子やレンズを損傷から有効
に保護することができる。
【０００４】
　又、内視鏡をリプロセス装置の処理槽にセットする際の手順が決められている。すなわ
ち、先ず、操作部をセットし、次いで、挿入部を処理槽内に巻回した後、片方の手でコネ
クタ部を持ながらユニバーサルコードを処理槽内に巻回し、最後にコネクタ部をセットす
る。内視鏡を処理槽にセットするに際し、リプロセス作業者は左手で操作部とコネクタ部
との双方を把持しているため、処理槽内に最初に操作部のみをセットすることが難しく、
又、処理槽に操作部をセットした後は、左手でコネクタ部を把持した状態で挿入部を巻回
する作業も煩雑である。
【０００５】
　そのため、例えば、特許文献１（特開平５－９５９０１号公報）の図１４に開示されて
いるようなハンガ部を装置本体の側面に立設させ、このハンガ部にコネクタ部を仮掛けし
た状態で、操作部、及び挿入部を処理槽にセットするようにした態様も知られている。
【０００６】
　この文献に開示されている技術によれば、内視鏡の操作部及び挿入部を処理槽にセット
するに際し、コネクタ部をハンガ部に仮掛けしているため、片手で操作部のみを処理層内
に簡単にセットすることができると共に、両手で挿入部を巻回させることができるため作
業性が良い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平５－９５９０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、各内視鏡には当該内視鏡を識別する内視鏡情報（スコープＩＤ）を格納する
内視鏡情報格納部（ＩＣメモリ）が設けられており、この内視鏡情報格納部はコネクタ部
に配設されている場合が多い。そのため、リプロセス作業者はハンガ部にコネクタ部を仮
掛けする前に、リプロセス装置側に設けられている内視鏡情報読み取り部を通過させて、
リプロセス装置に内視鏡の型名や製造番号等の情報を認識させる必要がある。
【０００９】
　リプロセス作業者は左手で操作部とコネクタ部との双方を把持しているため、左手で操
作部とコネクタとを把持したままスコープＩＤを読み取らせることとなり、コネクタ部に
設けられているスコープＩＤを読み取らせた後、ハンガ部に仮掛けすること無く、コネク
タ部をそのまま処理槽にセットしてしまった場合、処理槽に内視鏡を正しい手順でセット
することができなくなる不都合が生じる。
【００１０】
　本発明は、上記事情に鑑み、内視鏡情報を内視鏡情報読み取り部に読み取らせた後、コ
ネクタ保持部に保持させずに処理槽に直接セットしてしまうことを抑制する内視鏡用リプ
ロセス装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明による第１の内視鏡用リプロセス装置は、内視鏡を収容する処理槽と、前記処理
槽内に配置されて前記内視鏡の配置位置を規制する規制部と、前記処理槽を開閉可能に覆
う蓋部と、前記規制部から所定の高さに配置され、前記内視鏡のコネクタ部を保持するコ
ネクタ保持部と、前記コネクタ部に配置された内視鏡情報格納部から内視鏡情報を読み取
る、前記コネクタ保持部にのみ設けられている内視鏡情報読み取り部と、前記内視鏡情報
読み取り部から送信された情報を受信する受信部と、を含む。
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【００１２】
　本発明による第２の内視鏡用リプロセス装置は、内視鏡を収容する処理槽と、前記処理
槽内に配置されて前記内視鏡の配置位置を規制する規制部と、前記処理槽を開閉可能に覆
う蓋部と、前記規制部から所定の高さに配置され、前記内視鏡のコネクタ部保持するコネ
クタ保持部と、前記コネクタ部に配置された内視鏡情報格納部から内視鏡情報を読み取る
内視鏡情報読み取り部と、前記内視鏡情報読み取り部から送信された情報を受信する受信
部と、を含み、前記内視鏡情報読み取り部が前記処理槽の縁部と前記コネクタ保持部とに
設けられている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、コネクタ部に配置されている内視鏡情報格納部に格納されている内視
鏡情報を内視鏡情報読み取り部に読み取らせる前に、コネクタ保持部に保持させてしまう
ことが無く、或いは内視鏡情報を内視鏡情報読み取り部に読み取らせた後、コネクタ保持
部に保持させずに処理槽に直接セットしてしまうことを抑制する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第１実施形態を示し、（ａ）はコネクタ保持部を左斜め上方から見た斜視図、（
ｂ）は内視鏡のコネクタ部の正面図
【図２】同、内視鏡の外観図
【図３Ａ】同、内視鏡用リプロセス装置の外観図
【図３Ｂ】同、変形例による内視鏡用リプロセス装置の外観図
【図４】同、変形例による内視鏡用リプロセス装置の蓋を外した状態の平面図
【図５】同、内視鏡を内視鏡用リプロセス装置に収容する状態の説明図
【図６】同、コネクタ保持部と装置本体とに設けた内部回路の概略構成を示すブロック図
【図７】同、本体側内視鏡情報読み取り部で読み取った内視鏡情報に基づく本体側内視鏡
情報処理ルーチンを示すフローチャート
【図８】同、ハンガ側内視鏡情報読み取り部で読み取った内視鏡情報に基づく内視鏡情報
処理ルーチンを示すフローチャート
【図９】第２実施形態によるコネクタ保持部と装置本体とに設けた内部回路の概略構成を
示すブロック図
【図１０】第３実施形態を示し、（ａ）はコネクタ保持部に内視鏡のコネクタ部を仮掛け
した状態を右斜め正面から見た斜視図、（ｂ）はコネクタ保持部の右側面図
【図１１】第４実施形態を示し、（ａ）は内視鏡のコネクタ部の正面図、（ｂ）はコネク
タ保持部を右斜め正面から見た斜視図
【図１２】第５実施形態を示し、（ａ）はコネクタ保持部を左斜め上方から見た斜視図、
（ｂ）は内視鏡のコネクタ部の正面図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面に基づいて本発明の一実施形態を説明する。
【００１６】
［第１実施形態］
　図１～図８に本発明の第１実施形態を示す。図１に示すコネクタ保持部１は、図３Ａに
示す内視鏡用リプロセス装置１１の装置本体１２に対し、後述する処理槽２１の縁部であ
って、正面視で左側面に固定されている。図５に例示されるように、このコネクタ保持部
１は、装置本体１２にブラケット２を介して着脱可能に固定される支柱状の支持部３と、
この支持部３の上端に設けられているハンガ部４とを有しており、ハンガ部４は支持部３
により、後述する内視鏡用保持網２６を基準として所定の高さの位置の配置された状態で
支持されている。このハンガ部４には、後述する内視鏡１０１のコネクタ部１０６が仮掛
けされる。例えば、支持部３はパイプ状であり、この支持部３内に、後述するＲＦＩＤユ
ニット３１から延出するハーネス５が挿通されていてもよい。
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【００１７】
　図２に標準的な内視鏡の概略構成を示す。同図に示す内視鏡１０１は、術者が把持して
操作を行なう操作部１０２、この操作部１０２の先端にテーパ状の接続部１０３を介して
連設する、細長く可撓性を有する挿入部１０４、操作部１０２の側部から延出するユニバ
ーサルコード１０５、及び、このユニバーサルコード１０５の終端に固設されているコネ
クタ部１０６を備えている。又、このコネクタ部１０６に内視鏡情報格納部（以下、「ス
コープＩＤタグ」と称する）１０７が配置されている。このスコープＩＤタグ１０７は、
ＲＦＩＤ(Radio Frequency Identification)で構成されたＩＣメモリであって、型名、製
造番号等の内視鏡を特定する情報（内視鏡情報）が登録されているとともに、洗浄時間、
消毒時間、実施完了日等のリプロセス情報等を書き込めるようになっている。
【００１８】
　又、内視鏡用リプロセス装置１１は、使用済みの内視鏡１０１に対し、洗浄・消毒・滅
菌等のリプロセス処理を行うための装置であり、図３に示すように装置本体１２と、その
上を開閉する蓋部１３とで主要部が構成されている。
【００１９】
　蓋部１３は後部がヒンジ（図示せず）を介して支持されて、前部が開閉可能にされてい
る。蓋部１３が閉じている状態では、その前部に設けられているラッチ部１４が装置本体
１２にロックされて、後述する処理槽２１が水密状態を保持した状態で覆われる。
【００２０】
　メイン操作部１５には、装置本体１２の洗浄・消毒・滅菌等のリプロセス処理をスター
トさせるスタートスイッチや停止させるストップスイッチ、及び洗浄・消毒・滅菌等のリ
プロセス処理モードを選択する選択スイッチ、及び、メッセージを表示する表示部等が配
設されている。
【００２１】
　装置本体１２の内部には、ＣＰＵ１７以外に、洗浄液、消毒液などの各種液体を貯蔵す
る各種タンク、各種タンクから各種液体を、後述する処理槽２１及び内視鏡１０１の内部
の管路へ供給するための各種ポンプ等が搭載されている。ＣＰＵ１７には、各種ポンプ、
各種弁を駆動させるアクチュエータ類、及び、動作状態を検出する各種センサ類等からな
る各種電気デバイス１８が接続されており、ＣＰＵ１７はリプロセス時の各工程に応じて
上述した各種ポンプ及び各種弁の動作を所定に制御する。尚、図４～図６の符号１６は、
後述する変形例において装置本体１２に実装される本体側内視鏡読み取り部である。この
本体側内視鏡読み取り部１６は、後述する変形例において、図４～図６を引用して説明し
ている関係で記載しているが、本実施形態では省略されている。
【００２２】
　又、装置本体１２の左側面に立設されているコネクタ保持部１の支持部３はブラケット
２を介して装置本体１２に固定されている。この支持部３の上端に固設されているハンガ
部４にＲＦＩＤユニット３１が配置されている。
【００２３】
　図６に示すように、ＲＦＩＤユニット３１は、内視鏡情報読み取り部としてのハンガ側
内視鏡情報読み取り部（以下、「ハンガ内視鏡情報読み取り部」と称する）３２と、フォ
トセンサ３３とが備えられている。ハンガ内視鏡情報読み取り部３２は、ＲＦＩＤアンテ
ナ３２ａと、発信部としての内視鏡情報読み取りモジュール３２ｂとを備えており、図１
に示すように、ＲＦＩＤアンテナ３２ａがハンガ部４側に指向されている。
【００２４】
　ＲＦＩＤアンテナ３２ａはスコープＩＤタグ１０７からの内視鏡情報を受信し、或いは
スコープＩＤタグ１０７に対して必要な情報を送信する。内視鏡情報読み取りモジュール
３２ｂはＲＦＩＤアンテナ３２ａを介し、スコープＩＤタグ１０７に電波を発信して電力
を供給し、スコープＩＤタグ１０７間でデータ通信を行うことで、スコープＩＤタグ１０
７からの内視鏡情報を読み取る。又、上記データ通信によりスコープＩＤタグ１０７への
必要な情報の書き込みを行う機能を有していてもよい。この内視鏡情報読み取りモジュー
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ル３２ｂは演算処理制御部（ＣＰＵ）１７に接続されている。
【００２５】
　又、図１に示すように、フォトセンサ３３はハンガ部４の内周に複数（本実施形態では
３個）所定間隔を開けて取付けられている。
【００２６】
　この内視鏡情報読み取りモジュール３２ｂ、及び各フォトセンサ３３に接続されるハー
ネス５は、コネクタ保持部１の支持部３内を通して、装置本体１２側のＣＰＵ１７が実装
されている回路基板に接続されている。尚、この場合、図６示すように、支持部３側から
延出するハーネス５を、電気接続部であるコネクタ６を介して装置本体１２側に接続させ
るようにしても良い。
【００２７】
　ハンガ部４は内視鏡１０１を、処理槽２１の内視鏡用保持網２６に収容する際にコネク
タ部１０６を仮掛けするものである。因みに、リプロセス作業者が使用済みの内視鏡１０
１を内視鏡用リプロセス装置１１まで持ち運ぶ場合、取扱説明書には、左手で操作部１０
２とコネクタ部１０６とを把持し、右手で挿入部１０４の先端部、すなわち、撮像ユニッ
トやレンズユニット等が配設されている部位を把持する旨、記載されている。更に、使用
済み内視鏡１０１を処理槽２１に収容する手順も決められている。
【００２８】
　使用済み内視鏡１０１を処理槽２１に収容する手順を説明する前に、処理槽２１周辺の
構成について簡単に説明する。処理槽２１は装置本体１２の略中央に凹槽状に形成されて
おり、その上面後部右端に、装置本体１２に水道水を供給するための、水道蛇口に接続さ
れた給水ホース２２を接続する給水ホース接続口２３が配設されている。
【００２９】
　又、この処理槽２１内に内視鏡１０１の配置位置を規制する規制部として機能する内視
鏡用保持網２６が配置されている。この内視鏡用保持網２６には、一度に二本の使用済み
内視鏡（以下、便宜的に、二本の内視鏡を個別に示す場合は、「第１内視鏡１０１Ａ」、
「第２内視鏡１０１Ｂ」と表示し、総称する場合は、「内視鏡１０１」と表示する）を収
容することができる。尚、上述した規制部は内視鏡用保持網２６以外に、処理槽２１に設
けられているチューブコネクタも、このチューブコネクタと内視鏡１０１とを接続するチ
ューブの長さが一定であるため、規制部として機能する。更に、付属部品を収めるケース
等の凸部も内視鏡１０１の配置位置を規制する規制部として機能する。その他、規制部と
して洗浄槽の内面に凹凸を設けて内視鏡の位置を規制してもよい。
【００３０】
　次に、二本の使用済み内視鏡１０１Ａ，１０１Ｂを処理槽２１に収容する手順について
説明する。リプロセス作業者が第１内視鏡１０１Ａの操作部１０２Ａとコネクタ部１０６
Ａを左手で把持し、右手で挿入部１０４Ａの先端部を把持した状態で、内視鏡用リプロセ
ス装置１１の正面に立つと、先ず、左手で把持しているコネクタ部１０６Ａをコネクタ保
持部１のハンガ部４に仮掛けする。その後、図５に示すように、操作部１０２Ａと挿入部
１０４Ａの先端部とを左右の手で持ち替え、右手で把持した操作部１０２Ａを内視鏡用保
持網２６の所定位置にセットする。
【００３１】
　次いで、この操作部１０２Ａに連続する挿入部１０４Ａを内視鏡用保持網２６の外周側
に、図４の平面視で時計回り方向へ巻回する。その後、ハンガ部４に仮掛けしたコネクタ
部１０６Ａを右手で把持し、ユニバーサルコード１０５Ａを内視鏡用保持網２６の内周側
に、左手でガイドしながら図４の平面視で反時計回り方向に巻回し、最後に、コネクタ部
１０６Ａを操作部１０２Ａの右隣にセットする。
【００３２】
　次に、第２内視鏡１０１Ｂを、上述した第１内視鏡１０１Ａと同様、左手で操作部１０
２Ｂとコネクタ部１０６Ｂを把持し、右手で挿入部１０４Ｂの先端部を把持した状態で、
内視鏡用リプロセス装置１１に近づき、左手で把持しているコネクタ部１０６Ｂをハンガ
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部４に仮掛けした後、操作部１０２Ｂと挿入部１０４Ｂの先端部とを左右の手で持ち替え
、右手で把持した操作部１０２Ｂを、第１内視鏡１０１Ａの操作部１０２Ａの、図４の平
面視で左隣にセットする。次いで、挿入部１０４Ｂを内視鏡用保持網２６の外周側に時計
回り方向に巻回する。その後、ハンガ部４に仮掛けされているコネクタ部１０６Ｂを右手
で把持し、ユニバーサルコード１０５Ｂを内視鏡用保持網２６の内周側に、左手でガイド
しながら図４の平面視で反時計回り方向に巻回し、最後に、コネクタ部１０６Ｂを、第１
内視鏡１０１Ａのコネクタ部１０６Ａの右隣にセットする。
【００３３】
　ＣＰＵ１７では、ハンガ内視鏡情報読み取り部３２で読み取った内視鏡情報を受信する
受信部としての機能し、リプロセス対象となる内視鏡１０１の機種を認識し、対応する処
理メニューを設定すると共にカルテに情報を記憶させる。尚、受信部は単に情報を受信し
て、他の部位へ送信するだけのものであっても良く、必ずしもＣＰＵ１７に限定されるも
のでは無い。
【００３４】
　具体的には、ハンガ内視鏡情報読み取り部３２で読み取った内視鏡情報は、図８に示す
ハンガ側内視鏡情報処理ルーチンに従って認識される。尚、図７に示す本体側内視鏡情報
処理ルーチンは、後述する変形例において、本体内視鏡情報読み取り部１６で読み取った
内視鏡情報を認識するルーチンであり、変形例において説明する。
【００３５】
　図８に示すルーチンは、先ず、ステップＳ１１で、フォトセンサ３３からの検知信号が
入力されるまで待機する。尚、本実施形態では複数のフォトセンサ３３がハンガ部４の内
周に配設されており、これらはＡＮＤ回路で結ばれているため、全てのフォトセンサ３３
から検知信号が入力されるまで待機している。
【００３６】
　そして、全てのフォトセンサ３３から検知信号が入力された場合、ステップＳ１２へ進
み、第１規定時間（例えば、３～５[sec] ）程度が経過したか否かを調べ、第１規定時間
に達していない場合、ステップＳ１１へ戻り、フォトセンサ３３からの検知信号が継続し
て入力されているか否かを調べる。その結果、例えば、ハンガ部４を把持したために、フ
ォトセンサ３３から検知信号が出力されたり、或いはフォトセンサ３３の前を偶然通過し
た際に検知信号が検出された場合等、偶発的な要因による誤検知が排除される。
【００３７】
　その後、全てのフォトセンサ３３から第１規定時間以上継続して検知信号が出力された
場合、コネクタ部１０６がハンガ部４に仮掛けされていると判定し、ステップＳ１３へ進
み、ＲＦＩＤの読み取りを開始し、ステップＳ１４でＲＦＩＤが入力されたか否かを判定
する。そして、入力有りと判定された場合、ステップＳ１５へ進む。又、入力が無いと判
定された場合、ステップＳ１６へ分岐する。
【００３８】
　例えば、リプロセス作業者がコネクタ部１０６をハンガ部４に仮掛けすると、上述した
ステップＳ１１で、全てのフォトセンサ３３から検知信号の入力有りと判定され、ステッ
プＳ１２でその検知状態が第１規定時間以上経過していると判定されるため、ステップＳ
１３で、ＲＦＩＤの読み取りが開始される。
【００３９】
　図５に示すように、リプロセス作業者が内視鏡１０１Ａ（内視鏡１０１Ｂも同じ）を処
理槽２１に所定に収容するに際し、コネクタ部１０６をハンガ部４に仮掛けすることで、
このコネクタ部１０６に配置されているスコープＩＤタグ１０７に格納されている内視鏡
情報を読み取らせることができ、使い勝手が良い。又、リプロセス作業者はハンガ部４に
コネクタ部１０６を仮掛けする前に、スコープＩＤタグ１０７に格納されている内視鏡情
報を読み取らせる動作が不要となり、作業効率が向上する。更に、コネクタ部１０６をハ
ンガ部４に仮掛けせずに処理槽２１に誤って直接セットしてしまう等、間違った手順でセ
ットされてしまうことがなくなる。
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【００４０】
　そして、ステップＳ１３からステップＳ１４へ進み、ＲＦＩＤの入力が有りか否かを調
べ、入力有りの場合はステップＳ１５へ進み、入力が無い場合はステップＳ１６へ分岐す
る。
【００４１】
　ステップＳ１５へ進むと、スコープＩＤタグ１０７に格納されている内視鏡情報を取得
し、予め記憶されているデータベースと照合し、ステップＳ１７へ進み、メイン操作部１
５の表示部等に表示する内視鏡情報の表示処理を実行してルーチンを抜ける。
【００４２】
　一方、ステップＳ１６へ分岐すると、第２規定時間（例えば１～２[sec]程度）が経過
したか否かを調べ、第２規定時間以内の場合は、ステップＳ１４へ戻り、ＲＦＩＤの入力
があるか否かを再び調べる。又、第２規定時間を経過してもＲＦＩＤの入力が無い場合は
、ステップＳ１８へ進み、メイン操作部１５の表示部等に、再読み込みを促す内容等のエ
ラーメッセージを表示し、更にデータログを記録する等の警告処理を実行してルーチンを
抜ける。
【００４３】
　尚、エラーメッセージは、メイン操作部１５の表示部に表示させる以外に、音声やブザ
ー音で報知させるようにしても良い。更に、メイン操作部１５の表示部にエラー表示され
た場合、処理槽２１に内視鏡１０１をセットして蓋部１３を閉じようとしてもラッチ部１
４が係止せず閉じないようにしても良い。或いは内視鏡１０１を処理槽２１にセットして
もリプロセスが開始されないようにしてもよい。
【００４４】
［変形例］
　図３Ｂは上述した第１実施形態の変形例である。本変形例では、装置本体１２に本体側
内視鏡情報読取り部１６が配設されている態様についてのものである。尚、便宜的に、第
１実施形態の図４～図６も参照して説明する。
【００４５】
　図３Ｂ、図４～図６に示すように、処理槽２１の縁部である装置本体１２の上面前部に
は、右側にメイン操作部１５が配設され、左側に本体側内視鏡情報読取り部１６が配設さ
れている。尚、本体側内視鏡情報読み取り部は内視鏡に対して情報を書き込む機能を備え
ていてもよい。
【００４６】
　又、図６に示すように、本体内視鏡情報読み取り部１６は、ＲＦＩＤアンテナ１６ａと
内視鏡情報読み取りモジュール１６ｂとを備えている。ＲＦＩＤアンテナ１６ａはスコー
プＩＤタグ１０７からの内視鏡情報を受信し、或いはスコープＩＤタグ１０７に対して必
要な情報を送信する。内視鏡情報読み取りモジュール１６ｂはＲＦＩＤアンテナ１６ａを
介し、スコープＩＤタグ１０７に電波を発信して電力を供給し、スコープＩＤタグ１０７
間でデータ通信を行うことで、スコープＩＤタグ１０７からの内視鏡情報を読み取る。
【００４７】
　又、上記データ通信によりスコープＩＤタグ１０７への必要な情報の書き込みを行う機
能を有していてもよい。この内視鏡情報読み取りモジュール１６ｂ及び、メイン操作部１
５に設けられている各スイッチ類、表示部は演算処理制御部（ＣＰＵ）１７に接続されて
いる。
【００４８】
　この本体内視鏡情報読み取り部１６に内視鏡１０１のコネクタ部１０６を近接させるこ
とで、このコネクタ部１０６に内蔵されているスコープＩＤタグ１０７に格納されている
内視鏡識別情報（スコープＩＤ）が、ＲＦＩＤアンテナ１６ａを介して内視鏡情報読み取
りモジュール１６ｂに読み取らせる。この内視鏡情報読み取りモジュール１６ｂで読み取
られたスコープＩＤタグ１０７の内視鏡情報は、ＣＰＵＩ７に送信され、データベースに
格納された情報と照合して識別される。
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【００４９】
　ところで、内視鏡１０１を内視鏡用リプロセス装置１１の処理槽２１に収容するに際し
、リプロセス作業者は、先ず、コネクタ部１０６に設けられているスコープＩＤタグ１０
７を、内視鏡情報読み取り部１６或いは３２のＲＦＩＤアンテナ１６ａ或いは３２ａにか
ざして、スコープＩＤタグ１０７に格納されている内視鏡情報を、内視鏡情報読み取りモ
ジュール１６ｂ或いは３２ｂに読み取らせて、内視鏡の機種を識別させる必要がある。
【００５０】
　具体的には、本体内視鏡情報読み取り部１６で読み取った内視鏡情報は、図７に示す本
体側内視鏡情報処理ルーチンに従って認識される。
【００５１】
　図７に示すルーチンは、先ず、ステップＳ１でＲＦＩＤの入力があるまで待機する。そ
して、リプロセス作業者が左手で操作部１０２とコネクタ部１０６とを把持した状態で、
コネクタ部１０６に設けられているスコープＩＤタグ１０７を、本体内視鏡情報読み取り
部１６のＲＦＩＤアンテナ１６ａにかざすと、ステップＳ１で、ＲＦＩＤ入力有りと判定
され、ステップＳ２へ進み、スコープＩＤタグ１０７に格納されている内視鏡情報を取得
し、予め記憶されているデータベースと照合し、ステップＳ３へ進み、メイン操作部１５
の表示部等に表示する内視鏡情報の表示処理を実行してルーチンを抜ける。
【００５２】
　例えば、特定した内視鏡の機種によっては、コネクタ部が小さくハンガ部４に仮掛けす
ることができないもの、ユニバーサルコードが短いものなど、挿入部が短く洗浄槽へのセ
ットが容易な内視鏡は、本体内視鏡情報読み取り部１６で読み取った情報に基づき、内視
鏡の機種を認識した旨（許可情報）、及び、次の手順をメイン操作部１５に設けられてい
る表示部等に表示させる。
【００５３】
　一方、コネクタ部をハンガ部４に仮掛けする必要のある内視鏡を認識した場合は、メイ
ン操作部１５の表示部等にエラー情報を表示すると共に、コネクタ部をハンガ部４に仮掛
けさせる旨のメッセージを表示する。この場合、所定時間経過後、このルーチンで読み取
った情報を初期化して、ルーチンを終了する。
【００５４】
［第２実施形態］
　図９に本発明の第２実施形態を示す。上述した第１実施形態のＲＦＩＤユニット３１は
装置本体１２のＣＰＵ１７側に対し、ハーネス５を介して有線接続されているが、本実施
形態では、ＲＦＩＤユニット３１に電源回路３４と無線送信機３５を設け、装置本体１２
側に無線受信機３６を設けることで、無線によりデータを送受信するようにしたものであ
る。それ以外の構成は第１実施形態、及び、第１実施形態の変形例と同じである。この場
合、無線送信機３５が内視鏡情報を外部に発信する発信部として機能し、無線受信機３６
が無線送信機３５から送信された内視鏡情報を受信してＣＰＵ１７に送信する電気接続部
として機能する。
【００５５】
　ＲＦＩＤユニット３１と装置本体１２側とを無線接続したことで、支持部３をブラケッ
ト２に締め付けて固定し、ブラケット２の締め付けを緩めることで、支持部３を上下方向
へ自在にスライドさせることが可能となり、ハンガ部４の高さを調整して、所望の高さ位
置で支持させることができ、使い勝手をより向上させることができる。
【００５６】
［第３実施形態］
　図１０に本発明の第３実施形態を示す。上述した第１、第２実施形態のコネクタ保持部
１は、ハンガ部４にフォトセンサ３３を設け、フォトセンサ３３からの信号に基づいてコ
ネクタ部１０６がハンガ部４に仮掛けされたか否かを判定しているが、本実施形態では、
スイッチ４４からのＯＮ/ＯＦＦ信号に基づいてコネクタ部１０６が仮掛けされたか否か
を判定している。
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【００５７】
　すなわち、本実施形態によるコネクタ保持部４１は、支持部３の上端に台座部４２が設
けられ、この台座部４２の後部に、ハンガ部４を一体に有するＲＦＩＤユニット３１の後
部がヒンジ４３を介して上下方向へ回動自在に支持されている。この台座部４２とＲＦＩ
Ｄユニット３１の底面との間にスイッチ４４が介装されている。このスイッチ４４は、通
常はＯＦＦ状態にあり、図１０（ａ）に示すようにコネクタ部１０６をハンガ部４に仮掛
けすると、図に矢印で示すように、このコネクタ部１０６の重量によりＲＦＩＤユニット
３１の底面がスイッチ４４を押圧して、ＯＮ信号が出力される。
【００５８】
　従って、本実施形態は、図６、図９のフォトセンサ３３に代えてスイッチ４４が適用さ
れる以外は、同じ構成となる。又、図８に示すハンガ側内視鏡情報処理ルーチンは、ステ
ップＳ１のフォトセンサ３３からの検知信号の入力の有無を判定する処理に代えて、スイ
ッチ４４からのＯＮ信号が入力されたか否かを判定することで適用することができる。
【００５９】
　本実施形態では、重量を検知してＯＮ動作するスイッチ４４によりコネクタ部１０６が
仮掛けされているか否かを判定するようにしたので、ハンガ部４にコネクタ部１０６が仮
掛けされている状態を確実に検出することができる。
【００６０】
［第４実施形態］
　図１１に本発明の第４実施形態を示す。本実施形態で採用するコネクタ保持部５１は、
上述した第１実施形態のフォトセンサ３３に代えて、フックスイッチ５２を設けたもので
ある。
【００６１】
　すなわち、本実施形態では、ハンガ部４にコネクタ部１０６を仮掛けすると、コネクタ
部１０６の側面で、ハンガ部４の内周に配設されているフックスイッチ５２が押圧されて
、ＯＮ信号が出力される。本実施形態はハンガ部４の内周にフックスイッチ５２を設けた
ので、上述した第１実施形態のフォトセンサ３３に比し誤動作が少なく、確実にコネクタ
部１０６の仮掛け状態を検出することができる。又、第３実施形態に比し構造の簡素化が
実現できる。
【００６２】
　尚、図８に示すハンガ側内視鏡情報処理ルーチンは、ステップＳ１のフォトセンサ３３
からの検知信号の入力の有無を判定する処理に代えて、フックスイッチ５２からのＯＮ信
号が入力されたか否かを判定することで適用することができる。
【００６３】
［第５実施形態］
　図１２に本発明の第５実施形態を示す。内視鏡の機種によってはスコープＩＤタグ１０
７がコネクタ部１０６に配置されていないものがある。このような内視鏡は、図１２（ｂ
）に示すように、外付けスコープＩＤタグ１０８をコネクタ部１０６の根元付近のユニバ
ーサルコード１０５に取付けている。
【００６４】
　そのため、本実施形態で採用するＲＦＩＤユニット５１は、支持部３に、外付けスコー
プＩＤタグ１０８に格納されている内視鏡情報を読み取る内視鏡情報読み取り部としての
支持部側内視鏡情報読み書き部（以下、「支持部内視鏡情報読み取り部」と称する）３２
’が固設されている。尚、図示しないが、この支持部内視鏡情報読み取り部３２’は、前
述したハンガ内視鏡情報読み取り部３２と同一の構成、すなわち、ＲＦＩＤアンテナ３２
ａと内視鏡情報読み取りモジュール３２ｂとを備えている。
【００６５】
　本実施形態に、図８に示すハンガ側内視鏡情報処理ルーチンを適用した場合、そのステ
ップＳ１３においてＲＦＩＤの読み取りが開始されると、ステップＳ１４では、各内視鏡
情報読み取り部３２，３２’の何れかからＲＦＩＤの入力か有るか否かが判定されること
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になる。
【００６６】
　尚、図１２には、ハンガ部４に、コネクタ部１０６の仮掛けを検出するフォトセンサ３
３を取付けた第１実施形態に相当する態様が示されているが、この部位は、図１０、或い
は図１１に示すような構造であっても良い。
【符号の説明】
【００６７】
　１，４１，５１…コネクタ保持部、
　２…ブラケット、
　３…支持部、
　４…ハンガ部、
　５…ハーネス、
　６…コネクタ、
　１１…内視鏡用リプロセス装置、
　１２…装置本体、
　１３…蓋部、
　１４…ラッチ部、
　１５…メイン操作部、
　１６…本体側内視鏡情報読み書き部、
　１６ａ，３２ａ，３２ｃ…ＲＦＩＤアンテナ、
　１６ｂ．３２ｂ…内視鏡情報読み取りモジュール、
　１７…演算処理制御部、
　１８…各種電気デバイス、
　２１…処理槽、
　２２…給水ホース、
　２３…給水ホース接続口、
　２６…内視鏡用保持網、
　３１…ＲＦＩＤユニット、
　３２…ハンガ側内視鏡情報読み取り部、
　３２’…支持部側内視鏡情報読み取り部、
　３３…フォトセンサ、
　３４…電源回路、
　３５…無線送信機、
　３６…無線受信機、
　４１…コネクタ保持部、
　４２…台座部、
　４３…ヒンジ、
　４４…スイッチ、
　５１…コネクタ保持部、
　５２…フックスイッチ、
　１０１…内視鏡、
　１０１Ａ…第１内視鏡、
　１０１Ｂ…第２内視鏡、
　１０２，１０２Ａ，１０２Ｂ…操作部、
　１０３…接続部、
　１０４，１０４Ａ，１０４Ｂ…挿入部、
　１０５，１０５Ａ，１０５Ｂ…ユニバーサルコード、
　１０６，１０６Ａ，１０６Ｂ…コネクタ部、
　１０７…内視鏡情報格納部（スコープＩＤタグ）、
　１０８…外付けスコープＩＤタグ
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